
バ
イ
オ
マ
ス
施
策
提
案
事
業

提
案
団
体
を
募
集
し
ま
す

山
武
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構

想
の
推
進
を
図
る
た
め
、
資
源
循

環
等
の
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す

る
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、
企
業
、
学
校
等
が
自
主

的
・
主
体
的
に
企
画
し
、
実
施
し

よ
う
と
す
る
提
案
で
、
山
武
市
バ

イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
事
業
に

ふ
さ
わ
し
い
と
認
め
ら
れ
た
も
の

に
対
し
、
実
施
に
係
る
経
費
（
事

業
費
の
10
分
の
10
、
限
度
額
50
万

円
）
を
補
助
金
と
し
て
交
付
す
る

事
業
で
す
。

補
助
を
対
象
と
す
る
事
業　

①
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
マ
テ
リ
ア

ル
利
用

②
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用

③
そ
の
他
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用

④「
ヒ
ー
リ
ン
グ
フ
ォ
レ
ス
ト
さ

ん
む
」
の
推
進

⑤「
バ
イ
オ
マ
ス
フ
ァ
ン
ド
」
の

設
立

⑥
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ク
ー
ル
の
実
施

例
：�

廃
食
油
を
集
め
精
製
を
行

い
、
燃
料
化
す
る
。

応
募
期
間　
６
月
２
日
㈪
〜
30
日
㈪

お
よ
び
不
法
無
線
局
の
取
り
締
ま

り
を
強
化
し
ま
す
。

問
　
関
東
総
合
通
信
局

●
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信・妨
害

☎
０
３
（
６
２
３
８
）
１
９
３
９

●
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

☎
０
３
（
６
２
３
８
）
１
９
４
５

●
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の

受
信
相
談

☎
０
３
（
６
２
３
８
）
１
９
４
４

Ｅエ

コ
Ｃ
Ｏ
な
暮
ら
し
を
考
え
よ
う

６
月
５
日
は
環
境
の
日
で
す
。

６
月
の
１
カ
月
間
を
「
環
境
月

間
」
と
し
、
全
国
で
様
々
な
行
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
効
果
的
な

節
電
に
よ
る
省
エ
ネ
の
実
践
を
通

し
て
環
境
保
全
へ
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▲‌�長時間使用しない機器はコンセン
トからプラグを抜くと省エネにつ
ながります。

問
　
環
境
保
全
課

☎
（80）
１
１
６
３

※
こ
の
事
業
の
実
施
期
間
は
８
月

１
日
〜
平
成
27
年
３
月
31
日
ま

で
で
す
。

申
・
問
　
わ
が
ま
ち
活
性
課

☎
（80）
１
２
１
３

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
の
経

営
者
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

個
人
保
証
な
し
で
金
融
機
関
か

ら
融
資
を
受
け
た
り
、
事
業
が
破

た
ん
し
て
も
一
定
の
生
活
費
等
を

残
す
こ
と
が
で
き
る
ル
ー
ル
「
経

営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
が
で
き
ま
し
た
。

詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

主
な
経
営
者
の
個
人
保
証　

①
法
人
と
個
人
の
資
産
・
経
理
が
明

確
に
分
離
さ
れ
て
い
る
場
合
な

ど
に
個
人
保
証
が
不
要
に
な
る

②
多
額
の
個
人
保
証
を
行
っ
て
い

て
も
、
経
営
が
行
き
詰
ま
る
前

に
、
早
め
の
事
業
再
生
や
廃
業

を
決
断
し
た
際
に
一
定
の
生
活

費
等
が
残
る

③
保
証
債
務
の
履
行
時
に
返
済
し

き
れ
な
い
債
務
残
額
は
原
則
と

し
て
免
除
さ
れ
る

問
　
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
関

東
本
部

☎
０
３
（
５
４
７
０
）
１
６
２
０

ル
バ
ー
ブ
で
遊
休
農
地
解
消 

〜
広
が
る
人
の
輪
〜

山
武
市
農
業
共
同
参
画
推
進
会

は
、
男
女
が
農
業
経
営
や
地
域
社

会
活
動
へ
共
に
参
画
す
る
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
を
目
的
と
し

た
活
動
と
と
も
に
、
山
武
市
の
農

業
の
活
性
化
を
目
指
し
た
取
り
組

み
を
県
・
市
・
Ｊ
Ａ
の
三
位
一
体

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
行
っ
て

い
ま
す
。

近
年
、
農
業
の
担
い
手
の
高
齢

化
や
減
少
に
よ
り
、
市
内
で
も
遊

休
農
地
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
現
状
を
受
け
、
推
進
会

で
は
平
成
25
年
度
よ
り
遊
休
農
地

の
利
活
用
と
し
て
「
ル
バ
ー
ブ
」

の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ル
バ
ー
ブ
に
興
味
の
あ
る
方
、

推
進
会
の
活
動
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
ル
バ
ー
ブ
の
収
穫
＆�

�
ジ
ャ
ム
づ
く
り
体
験

日　
時　
７
月
10
日
㈭　

　
　
　
　
午
後
１
時
半
〜

場　
所　
富
田
地
先
農
地

成
東
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

定　
員　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
１
０
０
０
円

申
込
期
限　
６
月
30
日
㈪

必
要
な
物　
軽
作
業
が
で
き
る
服

装
・
替
え
の
靴

※
荒
天
の
場
合
は
ジ
ャ
ム
づ
く
り

体
験
の
み
実
施
し
ま
す
。

申
・
問
　
山
武
市
農
業
共
同
参
画

推
進
会
事
務
局
（
わ
が
ま
ち
活

性
課
）�

☎
（80）
１
２
１
４

暮
ら
し・環
境

私
た
ち
の
生
活
の
安
心
・
安

全
を
脅
か
す
不
法
電
波
を

シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
!!

総
務
省
で
は
、
６
月
１
日
か
ら

10
日
ま
で
を
「
電
波
利
用
環
境
保

護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」
と
し

て
、
電
波
を
正
し
く
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
周
知
・
啓
発
活
動
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行
政
相
談
委
員
が�

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
相
談

委
員
法
に
基
づ
い
て
、
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
有
識
者
で

あ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
身
近
な

相
談
相
手
と
し
て
、
全
国
に
約

５
千
人
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
省
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
国
の
仕
事
な
ど
に
関
す

る
苦
情
や
ご
意
見
ご
要
望
を
聞

き
、
公
平
な
立
場
か
ら
相
談
者
に

助
言
や
、
関
係
機
関
な
ど
に
通
知

す
る
な
ど
の
活
動
を
無
報
酬
で

行
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
田
中
ひ
さ
江
氏
、
高

柳
富
美
子
氏
、
小
川
一
也
氏
が
行

政
相
談
委
員
と
し
て
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

詳
し
い
相
談
日
は
、
20
ペ
ー
ジ

の
「
各
種
無
料
相
談
窓
口
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
　
市
民
課�

☎
（80）
１
２
７
１

問
　
総
務
省
千
葉
行
政
評
価
事
務

所
行
政
相
談
課

☎
０
４
３
（
２
４
６
）
９
８
２
１

経
済
セ
ン
サ
ス

−

基
礎
調
査
、

商
業
統
計
調
査
を�

�

実
施
し
ま
す
！

経
済
セ
ン
サ
ス

−

基
礎
調
査
と

は
？日

本
全
国
に
あ
る
す
べ
て
の
事

業
所
・
企
業
を
対
象
と
し
て
実

施
さ
れ
る
調
査
で
あ
り
、
事
業

所
・
企
業
の
基
本
的
構
造
が
明

ら
か
に
な
り
ま
す
。

商
業
統
計
調
査
と
は
？

す
べ
て
の
商
業
事
業
所
（
卸
売

業
、
小
売
業
）
を
対
象
に
実
施

す
る
調
査
で
す
。
商
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
、
商
業
に
関
す

る
施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
は
７
月
１
日
を
基
準
日
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、
６

月
下
旬
よ
り
、
千
葉
県
知
事
が
発

行
し
た
「
調
査
員
証
」
を
携
行
し

た
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
調

査
票
の
記
入
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課

☎
（80）
１
１
３
２

◆６月１〜７日は水道週間です
＜スローガン＞『おいしいな だいじなお水 ごくごくり』
　毎日皆さんが使う水、水道は暮らしに欠かせません。
　水道週間は、水道についての理解と関心を高め、公衆衛生の向上と生活環境の改善を図るための週間になります。
　気温が上がるこれからの季節、体の中の水分が不足するとさまざまな健康障害のリスクの要因になります。健康障害予
防のために積極的に水道水を飲みましょう。

◆平成26年度予算の概要について
　平成26年２月18日に開催された、山武郡市広域水道企業団議会２月定例会で、平成26年度の予算が承認されました。
　水道事業会計の予算は、水を送り届けるための予算「収益的収支」と施設をつくるための予算「資本的収支」から成り
立っており、山武水道では、収益的支出の大部分を受水費、減価償却費等の固定的経費が占めることから財政状況は厳し
いものがございます。
　平成26年度予算は、地域水道ビジョンの基本理念である「安全で安心な水の安定供給」の達成を目指すとともに経費
全般に渡る縮減を目途に編成を行いました。

問　山武郡市広域水道企業団企画財政課　☎（55）7852

山武水道からのお知らせ

水道料金
42億4,335万円

建設改良費
11億9,180万円

資本的支出に対し不足する額は
減価償却費や内部留保資金で補填します

企業債償還金
7,490万円

固定資産売却代金
800万円

工事負担金
2,004万円

減価償却費
8億9,351万円

人件費
4億2,182万円

その他
4億8,370万円

純利益
2億1,334万円

受水費
（九十九里地域水道企業団への費用）

32億3,226万円

構成市町補助金
2億7,807万円

千葉県補助金
2億7,807万円

長期前受金戻入
2億9,186万円

その他
1億5,328万円

収 入
52億4,463万円

支 出
50億3,129万円

収 入
2,804万円

支 出
12億6,670万円

収益的収支 資本的収支

１㎥当りの料金比較

2Lペットボトル

山武水道のお水
1㎥：231.92円

平成25年度決算見込値

11 広報さんむ2014.６月 ☎／市外局番の記載のないものは『0475』です



消
費
者
情
報

大
手
企
業
の
名
前
を
悪
用
し
た

買
え
買
え
詐
欺
に
注
意
！

実
在
す
る
大
手
企
業
の
株
や
社

債
等
が
販
売
さ
れ
て
い
る
か
の
よ

う
に
装
っ
て
勧
誘
し
、
お
金
を
支

払
わ
せ
よ
う
と
す
る
手
口
に
関
す

る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
あ
な
た
は
大
手
企
業
Ａ
社
の

株
を
買
え
る
リ
ス
ト
に
載
っ
て
い

る
の
で
購
入
し
な
い
か
」、「
自
社

の
株
を
買
う
と
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取

引
に
な
る
の
で
あ
な
た
の
名
前
で

買
わ
せ
て
ほ
し
い
、
後
日
倍
に
し

て
返
す
」
な
ど
の
事
例
が
あ
り
ま

す
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

・
大
手
企
業
が
社
債
等
の
勧
誘
を

個
人
向
け
に
行
っ
て
い
る
と
い
う

事
実
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

・
購
入
を
持
ち
か
け
る
業
者
が
、
大

手
銀
行
や
証
券
会
社
の
名
を
か

た
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

・
困
っ
た
時
は
、
山
武
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

山
武
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

相
談
専
用
電
話　
☎
（82）
８
４
５
３

日　
時　
平
日　
午
前
９
時
〜�

　
　
　
　
　
　
午
後
４
時
半

場　
所　
山
武
市
役
所

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
！

○
市
役
所
の
職
員
等
を
名
乗
る
還

付
金
詐
欺

 

キ
ー
ワ
ー
ド 　

「
税
金
の
還
付
金
が
あ
る
」

「
医
療
費
が
貯
ま
っ
て
い
る
の

で
還
付
し
ま
す
」

※「
本
日
が
還
付
日
と
な
っ
て
お

り
ま
す
」
と
手
続
き
を
急
が
せ

ま
す
。

○
警
察
官
を
名
乗
る
振
り
込
め
詐
欺

 

キ
ー
ワ
ー
ド 　

「
お
宅
の
口
座
が
詐
欺
事
件
の

被
害
に
遭
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
」

「
銀
行
の
人
が
伺
い
ま
す
の
で
、

カ
ー
ド
を
渡
し
て
く
だ
さ
い
」

※
す
ぐ
に
カ
ー
ド
を
変
更
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
手
続
き
の
た

め
に
必
要
だ
と
言
っ
て
、
暗
証

番
号
を
聞
き
出
そ
う
と
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ
た

ら
、
ご
家
族
の
方
な
ど
に
相
談
し

て
事
実
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
警
察
へ
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

問
　
山
武
警
察
署�

☎
（82）
０
１
１
０

６
月
は
「
動
物
の
正
し
い
飼

い
方
推
進
月
間
」
で
す

・
動
物
を
飼
う
前
に
、
周
囲
に
迷

惑
を
か
け
ず
、
責
任
を
持
っ
て

最
後
ま
で
飼
う
こ
と
が
で
き
る

か
よ
く
考
え
ま
し
ょ
う
。

・
飼
う
動
物
を
選
ぶ
と
き
は
、
世

話
の
方
法
や
か
か
り
や
す
い
病

気
、
そ
の
動
物
の
習
性
に
合
っ

た
飼
い
方
が
で
き
る
か
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

・
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
ど

う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
し

て
く
だ
さ
い
。
保
健
所
・
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
新
し
い
飼

い
主
探
し
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
で
は
「
犬
の
正
し
い
飼

い
方
・
し
つ
け
方
教
室
」
を

定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
犬
・
猫
の
正
し
い
飼

い
方
、
動
物
由
来
感
染
症
な

ど
に
つ
い
て
、
学
校
の
授
業

や
地
元
の
勉
強
会
等
に
無
料

で
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

問
　
山
武
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
保
健
所
）�

☎
（54）
０
６
１
１

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
７
６
（93）
５
７
１
１

広報さんむ
2014.６月 12☎／市外局番の記載のないものは『0475』です

国 民 年 金 年金を受けようとするときは請求の手続きを！
　年金は受けられる資格があっても、本人からの請求がないと支給されません。
　請求に必要な書類は、加入していた年金制度や加入期間に応じて異なりますので、
各請求先（請求先は、加入していた年金によって異なります）へお問合せください。

             最後に加入していた年金が国民年金の場合               最後に加入していた年金が 
厚生年金の場合

 最後に加入していた年金が 
共済年金の場合

加入していた
年金制度

国民年金 厚生年金 厚生年金 国民年金 国民年金 国民年金 国民年金

第1号被保険者
期間のみの方

第3号被保険者
期間を含む方

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

国民年金 共済年金 厚生年金 共済年金 共済年金 厚生年金
▼
▼
▼
▼

▼ ▼
▼
▼
▼

▼ ▼
▼
▼
▼

▼

国民年金 厚生年金 共済年金
▼ ▼ ▼

▼ ▼ ▼ ▼ ▼

請求する年金 老齢基礎年金 老齢厚生年金
老齢厚生年金

老齢厚生年金
老齢厚生年金

退職共済年金
老齢厚生年金

退職共済年金 退職共済年金 退職共済年金
▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

請求先 山武市役所
国保年金課

住所地を管轄する
年金事務所

住所地を管轄する
年金事務所

共済組合と
住所地を管轄する

年金事務所

最後に勤務した
会社を管轄する

年金事務所

共済組合と
最後に勤務した
会社を管轄する

年金事務所

共済組合と
65歳到達時に

住所地を管轄する
年金事務所

共済組合と
住所地を管轄する

年金事務所

問合せ先
国保年金課

高齢者医療年金係
0475-80-1142

ねんきんダイヤル
0570-05-1165
千葉年金事務所
043-242-6320

ねんきんダイヤル
0570-05-1165

各共済組合および
ねんきんダイヤル
0570-05-1165

ねんきんダイヤル
0570-05-1165

各共済組合および
ねんきんダイヤル
0570-05-1165

各共済組合および
ねんきんダイヤル
0570-05-1165

各共済組合および
ねんきんダイヤル
0570-05-1165

※国民年金第1号被保険者：自営業、農業、学生など国民年金保険料を納めている方
　　 〃 　第3号被保険者：厚生年金や共済組合に加入している方に扶養されている配偶者


